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「
１
３
号
室
」 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

門
馬 

英
寿 

              

 

＊ 

あ
ら
す
じ 

  

入
院
中
の
愛
川
琴
美
は
、
夜
中
に
聞
こ
え
て
く
る

少
女
の
声
に
、
悩
ま
さ
れ
る
。
し
か
し
、
他
の
入
院

患
者
や
看
護
師
は
、
そ
ん
な
声
は
聞
こ
え
な
い
し
、

少
女
の
姿
も
見
た
こ
と
が
な
い
、
と
言
う
。 

 

少
女
の
声
は
毎
晩
段
々
と
、
琴
美
の
病
室
に
近
づ

い
て
来
る
。
遂
に
あ
る
晩
、
少
女
が
琴
美
の
病
室
に

入
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
隣
の
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い

る
、
少
女
で
あ
っ
た
。
母
親
に
部
屋
に
閉
じ
込
め
ら

れ
て
い
た
、
少
女
の
っ
魂
が
抜
け
出
し
て
、
琴
美
に

救
い
を
求
め
て
き
て
い
た
の
だ
。 

                 

＊ 

人
物
表 

 

愛
川
琴
美
（
２
５
） 

入
院
患
者 

吉
井
綾
乃
（
３
１
） 

看
護
師 

少
女
（
５
） 

刑
事
（
５
２
） 

子
供
（
４
） 

 

そ
の
他 

病
院
内
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
（
女
声
） 

 
 
 
 

救
急
隊
員
（
男
声
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
ど 
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Ｓ
Ｅ 

ベ
ッ
ド
が
き
し
む
音
。 

 
愛
川
琴
美
（
２
５
）
「
眠
れ
な
い
・
・
・
。
病
院
っ 

 
 

て
、
本
当
に
眠
れ
な
い
・
・
・
」 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 
ベ
ッ
ド
が
き
し
む
音
。 

 

琴
美
「
大
体
、
夜
の
十
時
に
眠
れ
っ
て
い
う
の
が
、

無
茶
よ
ね
。
私
、
今
ま
で
、
一
時
と
か
二
時
ま
で
、

平
気
で
起
き
て
た
ん
だ
も
ん
。
そ
れ
が
急
に
十
時

に
眠
れ
、
て
言
わ
れ
て
も
、
眠
れ
る
わ
け
な
い
じ

ゃ
ん
・
・
・
」 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

ベ
ッ
ド
が
き
し
む
音
。 

 

琴
美
「
今
、
何
時
？
・
・
・
。
一
時
？
・
・
・
。
一

時
っ
て
、
普
段
の
私
が
、
よ
う
や
く
寝
る
時
間
じ

ゃ
な
い
・
・
・
。
ま
て
よ
、
と
い
う
こ
と
は
、
こ

れ
か
ら
眠
く
な
る
っ
て
こ
と
か
。
よ
う
や
く
眠
れ

る
わ
け
ね
」 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

ベ
ッ
ド
が
き
し
む
音
。
そ
の
後
、
少 

し
の
間
。 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

ベ
ッ
ド
が
き
し
む
音
。 

 

琴
美
「
や
っ
ぱ
り
眠
れ
な
い
・
・
・
。
眠
れ
な
い
も

の
は
、
眠
れ
な
い
・
・
・
。
だ
い
た
い
病
院
っ
て
、

静
か
す
ぎ
る
の
よ
ね
。
物
音
一
つ
、
し
な
い
じ
ゃ

な
い
。
こ
ん
な
に
静
か
だ
っ
た
ら
、
か
え
っ
て
眠

れ
な
い
わ
よ
・
・
・
」 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

遠
く
か
ら
か
す
か
に
、
少
女
（
５
）

の
声
が
聞
こ
え
る
。 

 

琴
美
「
え
、
何
？
・
・
・
。
今
、
何
か
聞
こ
え
た
よ

う
な
気
が
し
た
け
ど
・
・
・
」 

 
 

Ｓ
Ｅ 

も
う
一
度
、
遠
く
か
ら
か
す
か
に
、

少
女
の
声
が
聞
こ
え
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

琴
美
「
子
供
の
声
？ 

い
や
、
ま
さ
か
・
・
・
。
迷

子
か
し
ら
？ 

で
も
こ
ん
な
時
間
に
、
子
供
が
い

る
わ
け
、
な
い
わ
よ
ね
。
し
か
も
病
院
に
・
・
・
。

そ
ら
耳
よ
ね
・
・
・
、
絶
対
、
そ
ら
耳
よ
ね
・
・
・
」 

少
女
「
（
遠
く
か
ら
、
か
す
か
に
）
マ
マ
・
・
・
、

マ
マ
・
・
・
」 

琴
美
「
え
、
何
？ 

今
の
声
？
・
・
・
、
マ
マ
っ
て
、

言
わ
な
か
っ
た
？
・
・
・
」 

少
女
「
（
遠
く
か
ら
、
し
か
し
前
よ
り
近
い
感
じ
で
）

マ
マ
・
・
・
、
マ
マ
・
・
・
、
ど
こ
に
い
る
の
？
・
・
・
、

ど
こ
に
い
る
の
？
・
・
・
」 

琴
美
「
マ
マ
を
探
し
て
る
。
も
し
か
し
て
、
入
院
し

て
い
る
子
供
さ
ん
？ 
目
が
覚
め
ち
ゃ
っ
た
の

か
し
ら
？ 

で
も
夜
勤
の
看
護
師
さ
ん
が
い
る

か
ら
、
大
丈
夫
よ
ね
」 

少
女
「
（
前
よ
り
も
近
く
な
っ
て
）
マ
マ
・
・
・
、

マ
マ
・
・
・
、
ど
こ
に
い
る
の
？
・
・
・
、
帰
っ

て
き
て
・
・
・
」 

琴
美
「
お
か
し
い
わ
、
看
護
師
さ
ん
、
気
付
か
な
い

の
か
し
ら
、
子
供
が
い
る
の
に
・
・
・
。
私
は
ベ

ッ
ド
か
ら
出
れ
な
い
し
・
・
・
」 

少
女
「
（
さ
ら
に
近
く
な
っ
て
）
マ
マ
・
・
・
、
お

願
い
、
帰
っ
て
き
て
・
・
・
」 

琴
美
「
（
お
び
え
た
声
で
）
な
ん
か
、
だ
ん
だ
ん
こ

っ
ち
に
来
て
る
・
・
・
。
こ
っ
ち
に
、
近
づ
い
て

来
て
る
・
・
・
。
ど
う
し
て
、
だ
れ
も
気
付
か
な

い
の
」 

少
女
「
（
さ
ら
に
近
く
な
っ
て
）
マ
マ
・
・
・
、
マ

マ
・
・
・
、
ど
こ
に
い
る
の
・
・
・
、
帰
っ
て
き

て
・
・
・
、
帰
っ
て
き
て
、
・
・
・
、
お
願
い
・
・
・

（
少
女
の
声
、
だ
ん
だ
ん
Ｆ
・
Ｏ
）
」 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

小
鳥
の
さ
え
ず
り
。
カ
ー
テ
ン
を
開

け
る
音
。 

 

吉
井
綾
乃
（
３
１
）
「
（
明
る
く
、
元
気
よ
く
）
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
、
愛
川
さ
ん
。
よ
く
眠
れ
ま

し
た
？
・
・
・
、
（
く
す
っ
と
笑
っ
て
）
全
然
眠

れ
な
か
っ
た
で
す
ね
、
そ
の
顔
は
」 

琴
美
「
（
眠
そ
う
な
声
で
）
あ
あ
・
・
・
、
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
、
吉
井
さ
ん
・
・
・
。
は
い
、
そ

の
通
り
で
す
。
全
然
眠
れ
な
か
っ
た
で
す
」 

綾
乃
「
（
笑
い
な
が
ら
）
最
初
の
晩
は
、
み
ん
な
眠

れ
な
い
の
よ
。
お
ん
な
じ
、
お
ん
な
じ
。
・
・
・

心
配
し
な
く
て
い
い
わ
。
そ
の
う
ち
嫌
で
も
、
眠

れ
る
よ
う
に
な
る
か
ら
」 

琴
美
「
そ
う
だ
と
い
い
で
す
け
ど
・
・
・
。
眠
れ
る

よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
ほ
ん
と
に
・
・
・
」 

綾
乃
「
大
丈
夫
、
大
丈
夫
。
今
に
消
灯
時
間
に
な
っ
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た
と
た
ん
に
、
ぐ
っ
す
り
よ
。
入
院
患
者
さ
ん
っ

て
、
み
ん
な
そ
う
な
の
よ
」 

琴
美
「
そ
う
な
の
か
し
ら
・
・
・
。
そ
う
だ
と
い
い

け
ど
・
・
・
。
そ
う
い
え
ば
吉
井
さ
ん
、
一
つ
訊

い
て
い
い
？
」 

綾
乃
「
は
い
、
何
か
し
ら
？
」 

琴
美
「
こ
の
病
院
に
、
子
供
が
入
院
し
て
る
ん
で
す

か
？
小
さ
な
子
供
で
す
け
ど
」 

綾
乃
「
う
ー
ん
、
確
か
下
の
階
の
患
者
さ
ん
に
は
、

子
供
さ
ん
が
い
た
け
ど
・
・
・
。
で
も
子
ど
も
と

い
っ
て
も
、
中
学
生
ぐ
ら
い
よ
。
そ
ん
な
に
小
さ

く
は
な
い
わ
」 

琴
美
「
そ
う
で
す
か
・
・
・
。
じ
ゃ
あ
、
違
う
わ
ね
」 

綾
乃
「
ど
う
し
た
の
、
子
供
っ
て
？ 

・
・
・
子
供

が
、
ど
っ
か
に
い
た
の
？
」 

琴
美
「
い
え
、
昨
日
の
晩
で
す
け
ど
、
子
供
の
声
が

し
た
ん
で
す
。
真
夜
中
で
す
け
ど
」 

綾
乃
「
あ
ら
、
そ
う
な
の
・
・
・
、
ど
こ
で
？ 

こ

こ
で
？
」 

琴
美
「
は
い
、
廊
下
で
子
供
の
声
が
、
し
た
ん
で
す
。

マ
マ
、
マ
マ
っ
て
、
お
母
さ
ん
を
呼
ぶ
声
が
・
・
・
。

で
も
、
子
供
は
い
な
い
ん
で
す
も
ね
」 

綾
乃
「
・
・
・
入
院
患
者
さ
ん
の
、
お
見
舞
い
の
人

の
子
供
か
し
ら
。
・
・
・
そ
の
、
子
供
の
声
が
聞

こ
え
た
っ
て
、
何
時
ご
ろ
？
」 

琴
美
「
眠
る
直
前
で
す
か
ら
・
・
・
、
午
前
一
時
ご

ろ
で
す
」 

綾
乃
「
そ
れ
じ
ゃ
違
う
わ
ね
。
そ
ん
な
時
間
に
、
お

見
舞
い
の
人
は
、
残
っ
て
い
な
い
わ
。
・
・
・
き

っ
と
、
そ
ら
耳
よ
」 

琴
美
「
そ
う
だ
と
、
い
い
ん
で
す
け
ど
・
・
・
。
で

も
、
確
か
に
聞
こ
え
た
よ
う
な
、
気
が
す
る
ん
で

す
」 

綾
乃
「
そ
ら
耳
よ
。
・
・
・
入
院
し
た
最
初
の
晩
だ

っ
た
か
ら
、
気
が
昂
ぶ
っ
て
い
た
の
よ
。
・
・
・

そ
れ
か
、
夢
で
も
見
た
か
」 

琴
美
「
そ
う
な
の
か
し
ら
・
・
・
」 

綾
乃
「
き
っ
と
そ
う
よ
。
夢
で
も
見
た
の
よ
・
・
・
。

さ
あ
、
も
う
少
し
し
た
ら
、
朝
ご
飯
、
持
っ
て
き

て
あ
げ
る
わ
ね
。
あ
な
た
両
足
怪
我
し
て
、
ベ
ッ

ド
か
ら
動
け
な
い
ん
だ
か
ら
」 

琴
美
「
あ
、
は
い
。
す
み
ま
せ
ん
、
お
願
い
し
ま
す
」 

 
 

 
 
 

Ｓ
Ｅ 

ア
ナ
ウ
ン
ス
。
医
師
、
看
護
師
、
患

者
等
の
声
な
ど
、昼
間
の
病
院
内
の
、

喧
噪
の
音
。 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

チ
ャ
イ
ム
の
音
。 

 

ア
ナ
ウ
ン
ス
（
女
声
）
「
た
だ
い
ま
午
後
十
時
に
な

り
ま
し
た
。
入
院
患
者
さ
ん
の
、
消
灯
時
間
で
す
。

入
院
患
者
さ
ん
は
、
速
や
か
に
自
分
の
病
室
に
戻

っ
て
・
・
・
（
Ｆ
・
Ｏ
）
」 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

ベ
ッ
ド
が
き
し
む
音
。 

 

琴
美
「
や
っ
ぱ
り
眠
れ
な
い
・
・
・
。
今
、
何
時
？ 

 

・
・
・
。
午
前
一
時
？
・
・
・
。
も
う
・
・
・
。

吉
井
さ
ん
は
、
今
に
ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
よ
う
に
な

る
っ
て
、
言
っ
て
た
け
ど
・
・
・
。
で
も
、
や
っ

ぱ
り
眠
れ
な
い
」 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

ベ
ッ
ド
が
き
し
む
音
。 

 

琴
美
「
ま
あ
、
昼
間
、
お
昼
寝
し
ち
ゃ
っ
た
し
。
・
・
・

ほ
ん
と
に
病
院
っ
て
、
死
ぬ
ほ
ど
退
屈
。
本
読
む 

 

か
、
テ
レ
ビ
見
る
か
、
お
昼
寝
す
る
か
・
・
・
。

ほ
か
に
す
る
こ
と
、
な
い
も
の
」 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

遠
く
か
ら
、
少
女
の
声
が
、
か
す
か

に
聞
こ
え
る
。 

 

琴
美
「
え
、
な
に
？
・
・
・
。
今
、
何
か
、
聞
こ
え

た
？
」 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

ま
た
、
少
女
の
声
が
、
か
す
か
に
聞

こ
え
る
。 

 

琴
美
「
子
供
の
声
？
・
・
・
。
い
や
、
ま
さ
か
・
・
・
」 

少
女
「
（
遠
く
か
ら
）
マ
マ
・
・
・
、
マ
マ
・
・
・
」 

琴
美
「
マ
マ
っ
て
言
っ
て
る
・
・
・
。
間
違
い
な
い

わ
、
子
供
の
声
よ
・
・
・
」 

少
女
「
（
遠
く
か
ら
。
し
か
し
前
よ
り
も
近
く
） 

 

マ
マ
・
・
・
、
ど
こ
に
い
る
の
？
・
・
・
、
ど
こ

に
い
る
の
？
・
・
・
」 

琴
美「（
お
び
え
た
声
で
）こ
っ
ち
に
来
て
る
わ
・・・
。

だ
ん
だ
ん
こ
っ
ち
に
来
て
る
わ
・
・
・
」 

少
女
「
（
近
づ
い
て
）
マ
マ
・
・
・
。
帰
っ
て
き
て
・
・
・
。

帰
っ
て
き
て
・
・
・
」 

琴
美
「
（
悲
鳴
に
近
い
感
じ
で
）
い
や
・
・
・
、
い
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や
・
・
・
、
こ
っ
ち
へ
来
な
い
で
！
・
・
・
。
こ

っ
ち
へ
来
な
い
で
！
・
・
・
」 

少
女
「
（
さ
ら
に
近
く
な
っ
て
）
マ
マ
・
・
・
、
お

願
い
、
マ
マ
、
帰
っ
て
き
て
・
・
・
、
帰
っ
て
き

て
・
・
・
、
お
願
い
、
帰
っ
て
き
て
・
・
・
、
マ

マ
・
・
・
、
マ
マ
・
・
・
（
Ｆ
・
Ｏ
）
」 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

昼
間
の
病
院
の
、
喧
噪
の
音
。 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

 

ベ
ッ
ド
が
き
し
む
音
。 

 

綾
乃
「
さ
あ
、
こ
れ
で
い
い
か
し
ら
・
・
・
。
じ
ゃ

あ
、
お
布
団
、
掛
け
ま
す
ね
、
愛
川
さ
ん
」 

琴
美
「
（
力
な
く
）
は
い
・
・
・
」 

綾
乃
「
今
、
お
薬
、
効
い
て
き
ま
す
か
ら
・
・
・
。

そ
れ
で
ぐ
っ
す
り
眠
れ
ま
す
か
ら
ね
。
だ
か
ら
心

配
し
な
い
で
・
・
・
」 

琴
美
「
（
力
な
く
）
は
い
。
す
み
ま
せ
ん
、
吉
井
さ

ん
・
・
・
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
・
・
・
」 

綾
乃
「
ま
ず
は
、
ぐ
っ
す
り
眠
る
こ
と
ね
。
そ
れ
で

嫌
な
こ
と
は
、
忘
れ
ら
れ
る
わ
よ
・
・
・
。
ほ
ん

と
に
、
び
っ
く
り
し
た
わ
よ
。
愛
川
さ
ん
が
、
夜

中
に
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
掛
け
た
っ
て
、
聞
い
た
と
き

に
は
。
・
・
・
で
も
大
丈
夫
。
何
で
も
な
か
っ
た

ん
だ
か
ら
・
・
・
。
ま
ず
は
、
ぐ
っ
す
り
眠
っ
て
、

そ
れ
で
起
き
た
ら
、
気
晴
ら
し
に
何
か
ゲ
ー
ム
で

も
し
ま
し
ょ
う
」 

琴
美
「
（
力
な
く
）
は
い
・
・
・
」 

綾
乃
「
ゲ
ー
ム
な
ん
か
、
人
が
多
い
方
が
、
面
白
い

わ
ね
。
６
号
室
の
多
田
さ
ん
も
、
呼
び
ま
し
ょ
う

か
。
あ
と
８
号
室
の
、
田
所
さ
ん
と
か
。
み
ん
な

気
さ
く
で
、
面
白
い
人
た
ち
よ
」 

琴
美
「
（
少
し
明
る
い
声
で
）
多
田
さ
ん
や
、
田
所

さ
ん
っ
て
、
あ
の
元
気
の
い
い
お
ば
さ
ん
た
ち
ね
。

う
ん
、
あ
の
人
た
ち
だ
っ
た
ら
い
い
わ
」 

綾
乃
「
よ
う
し
、
決
ま
り
。
み
ん
な
呼
び
ま
し
ょ
う

ね
。
と
に
か
く
楽
し
ま
な
く
っ
ち
ゃ
。
落
ち
込
ん

で
な
い
で
。
楽
し
む
の
が
一
番
よ
」 

琴
美
「
そ
う
ね
、
そ
う
す
る
わ
・
・
・
。
（
力
な
く
）

で
も
・
・
・
」 

綾
乃
「
（
心
配
そ
う
に
）
う
ん
？ 

ど
う
し
た
の
？
」 

琴
美「
そ
の
人
た
ち
も
、言
っ
て
た
ん
で
し
ょ
う
・・・
。

子
供
の
声
な
ん
て
、
聞
か
な
か
っ
た
っ
て
」 

綾
乃
「
（
た
め
息
を
つ
い
て
）
そ
う
。
多
田
さ
ん
も

田
所
さ
ん
も
。
そ
れ
か
ら
ほ
か
の
病
室
の
患
者
さ

ん
も
。
み
ん
な
口
を
そ
ろ
え
て
、
言
っ
て
る
の
よ
。

子
供
の
声
な
ん
て
、
聞
か
な
か
っ
た
っ
て
・
・
・
。

そ
し
て
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
で
飛
び
出
し
て
っ
た
、
看

護
師
さ
ん
も
、
（
少
し
言
葉
を
切
っ
て
か
ら
）
廊

下
に
子
供
な
ん
て
い
な
か
っ
た
っ
て
、
そ
う
は
っ

き
り
言
っ
て
る
の
」 

琴
美
「
（
力
な
く
）
は
い
・
・
・
」 

綾
乃「
だ
か
ら
子
供
な
ん
て
、い
な
か
っ
た
の
よ
・・・
。

ほ
ら
さ
っ
き
、
先
生
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
た
で
し
ょ

う
。
初
め
て
入
院
し
た
人
に
は
、
気
分
の
問
題
で
、

こ
う
い
う
こ
と
が
起
き
る
こ
と
も
あ
る
っ
て
」 

琴
美
「
（
力
な
く
）
は
い
・
・
・
」 

綾
乃
「
単
に
精
神
的
な
も
の
な
の
よ
、
た
だ
そ
れ
だ

け
の
こ
と
。
・
・
・
だ
か
ら
ま
ず
は
、
ぐ
っ
す
り

眠
る
こ
と
ね
」 

琴
美
「
（
小
さ
な
声
で
、
つ
ぶ
や
く
よ
う
に
）
で
も
、

は
っ
き
り
聞
こ
え
た
・
・
・
」 

綾
乃
「
え
？ 

」 

琴
美「（
つ
ぶ
や
く
よ
う
に
）確
か
に
聞
こ
え
た
・・・
。

廊
下
で
・
・
・
。
子
供
の
声
が
・
・
・
」 

綾
乃
「
愛
川
さ
ん
！ 

」 

琴
美
「
（
つ
ぶ
や
く
よ
う
に
）
マ
マ
、
ど
こ
に
い
る

の
？ 

帰
っ
て
き
て
、
と
い
う
子
供
の
声
・
・
・
。

そ
の
声
が
、
だ
ん
だ
ん
こ
っ
ち
に
、
近
づ
い
て
来

る
の
・
・
・
。
８
号
室
の
前
、
１
０
号
室
の
前
、

１
１
号
室
の
前
・
・
・
」 

綾
乃
「
愛
川
さ
ん
！ 

」 

琴
美
「
（
つ
ぶ
や
く
よ
う
に
）
昨
日
の
晩
は
、
１
２

号
室
の
前
ま
で
来
た
。
そ
こ
で
ぷ
っ
つ
り
と
、
声

が
消
え
た
・
・
・
。
今
日
は
・
・
・
。
今
日
の
晩

は
、
こ
こ
ま
で
来
る
わ
・
・
・
。
廊
下
の
一
番
は

じ
の
、
私
の
部
屋
・
・
・
。
１
３
号
室
！ 

」 

綾
乃
「
（
い
ら
だ
っ
た
様
子
で
）
愛
川
さ
ん
、
い
い

加
減
に
し
て
！ 

も
う
寝
ま
し
ょ
う
。
・
・
・
そ

う
だ
、
カ
ー
テ
ン
閉
め
る
わ
ね
」 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

吉
井
看
護
師
が
歩
い
て
、
そ
れ
か
ら

カ
ー
テ
ン
を
半
分
ほ
ど
閉
め
る
音
。 

 

綾
乃
「
（
つ
ぶ
や
く
よ
う
に
）
今
日
も
、
い
な
い
わ
」 

琴
美
「
え
？ 

」 

綾
乃
「
あ
、
い
や
・
・
・
。
こ
の
窓
の
下
の
方
に
、

ア
パ
ー
ト
が
見
え
る
の
。
二
階
建
て
の
、
古
い
ア

パ
ー
ト
・
・
・
。
そ
こ
の
二
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
で
、

い
っ
つ
も
一
人
で
遊
ん
で
い
る
、
女
の
子
が
い
る
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の
よ
・
・
・
。
幼
稚
園
ぐ
ら
い
、
４
歳
か
、
５
歳

ぐ
ら
い
か
し
ら
・
・
・
。
い
っ
つ
も
真
っ
赤
な
服

を
、
着
さ
せ
ら
れ
て
る
の
。
上
下
と
も
、
真
っ
赤

な
服
・
・
・
。
で
、
い
つ
も
一
人
で
遊
ん
で
る
の
。

ベ
ラ
ン
ダ
で
、
朝
か
ら
晩
ま
で
・
・
・
」 

琴
美
「
そ
う
な
の
・
・
・
。
か
わ
い
そ
う
ね
、
い
つ

も
一
人
っ
て
・
・
・
。
親
は
、
い
な
い
の
？
」 

綾
乃
「
夕
方
に
な
っ
て
、
母
親
み
た
い
な
人
が
出
て

く
る
の
。
ま
だ
若
く
て
、
髪
を
染
め
て
、
だ
ら
し

な
い
恰
好
を
し
た
人
・
・
・
。
そ
の
人
が
子
供
を

中
に
入
れ
て
、
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
る
の
。
そ
れ
だ

け
。
父
親
は
見
た
こ
と
が
な
い
」 

琴
美
「
・
・
・
い
や
だ
わ
、
そ
ん
な
家
庭
っ
て
・
・
・
。

寒
々
と
し
て
」 

綾
乃
「
そ
う
よ
ね
・
・
・
。
で
、
そ
の
女
の
子
だ
け

ど
、
２
，
３
日
前
か
ら
、
い
な
い
の
。
ベ
ラ
ン
ダ

に
姿
を
、
見
せ
な
い
の
よ
。
・
・
・
だ
か
ら
看
護

師
や
患
者
さ
ん
の
間
で
、
話
題
に
な
っ
て
る
の
。

あ
の
女
の
子
、
い
な
い
わ
ね
っ
て
。
（
く
す
っ
と

笑
っ
て
）
入
院
患
者
さ
ん
っ
て
、
暇
で
し
ょ
う
。

だ
か
ら
そ
ん
な
こ
と
で
も
、
話
の
タ
ネ
に
な
る
の

ね
」 

琴
美
「
（
軽
く
笑
い
な
が
ら
）
そ
れ
は
分
る
。
暇
だ

も
の
。
（
笑
わ
な
い
で
）
で
も
、
そ
の
女
の
子
の

こ
と
は
、
心
配
だ
わ
、
ど
う
し
た
の
か
し
ら
・
・
・
。

ご
め
ん
な
さ
い
、
吉
井
さ
ん
。
私
、
眠
た
く
な
っ

て
き
た
」 

綾
乃
「
あ
、
お
薬
効
い
て
き
た
の
よ
。
こ
れ
で
ぐ
っ

す
り
、
眠
れ
る
わ
。
じ
ゃ
あ
、
お
や
す
み
な
さ
い
、

愛
川
さ
ん
。
起
き
た
ら
呼
ん
で
ね
」 

琴
美
「
は
い
」 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

昼
間
の
病
院
の
、
喧
噪
の
音
。 

 
 
 

 
 
 

Ｓ
Ｅ 

チ
ャ
イ
ム
の
音
。 

 

 
 
 
 

ア
ナ
ウ
ン
ス「
た
だ
い
ま
午
後
十
時
に
な
り
ま
し
た
。

入
院
患
者
さ
ん
の
、
消
灯
時
間
で
す
。
入
院
患
者

さ
ん
は
、
速
や
か
に
自
分
の
病
室
に
戻
っ
て
・
・
・

（
Ｆ
・
Ｏ
）
」 

 
 
 
 
 

 
 
 

Ｓ
Ｅ 

ベ
ッ
ド
が
き
し
む
音
。 

 

琴
美
「
眠
れ
な
い
・
・
・
。
ま
あ
、
昼
間
あ
ん
な
に

眠
っ
た
ん
だ
も
ん
。
眠
れ
る
わ
け
、
な
い
わ
よ
ね
」 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

ベ
ッ
ド
が
き
し
む
音
。 

 

琴
美
「
で
も
眠
ら
な
き
ゃ
・
・
・
。
ま
た
、
あ
の
声

が
聞
こ
え
て
き
た
ら
、
ど
う
し
よ
う
・
・
・
。
あ

の
声
が
聞
こ
え
な
い
う
ち
に
、
眠
ら
な
い
と
」 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

遠
く
か
ら
、
少
女
の
声
が
、
か
す
か

に
聞
こ
え
る
。 

 

琴
美
「
え
？
・
・
・
」 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

ま
た
、
少
女
の
声
が
、
か
す
か
に
聞

こ
え
る
。 

 

琴
美
「
嫌
！ 

聞
こ
え
て
き
た
！
」 

少
女
「
（
遠
く
か
ら
）
マ
マ
・
・
・
、
マ
マ
・
・
・
」 

琴
美「（
お
び
え
た
声
で
）マ
マ
っ
て
言
っ
て
る
・・・
。

間
違
い
な
い
、
あ
の
子
供
だ
わ
」 

少
女
「
（
遠
く
か
ら
、
し
か
し
前
よ
り
も
近
く
）
マ

マ
・
・
・
、
ど
こ
に
い
る
の
？
」 

琴
美
「
（
お
び
え
た
声
で
）
だ
ん
だ
ん
、
こ
っ
ち
に

来
る
わ
」 

少
女
「
（
遠
く
か
ら
、
次
第
に
近
づ
い
て
来
る
）
マ

マ
・
・
・
、
ど
こ
に
い
る
の
？ 

帰
っ
て
き
て
・
・
・
。

真
っ
暗
で
怖
い
の
・
・
・
、
真
っ
暗
で
怖
い
の
・
・
・
。

マ
マ
、
帰
っ
て
き
て
・
・
・
。
お
願
い
帰
っ
て
き

て
・
・
・
」 

琴
美
「
（
そ
の
少
女
の
声
に
、
か
ぶ
さ
っ
て
）
だ
ん

だ
ん
こ
っ
ち
に
来
る
・
・
・
、
８
号
室
の
前
・
・
・
、

１
０
号
室
の
前
・
・
・
、
１
１
号
室
の
前
・
・
・
」 

少
女
「
（
ず
っ
と
近
く
な
っ
て
）
マ
マ
・
・
・
、
帰

っ
て
き
て
・
・
・
。
お
願
い
、
帰
っ
て
き
て
・
・
・
。

真
っ
暗
で
怖
い
の
・
・
・
」 

琴
美
「
（
少
女
の
声
に
、
か
ぶ
さ
っ
て
）
１
２
号
室

の
前
・
・
・
。
昨
日
の
晩
は
、
こ
こ
で
消
え
た
」 

少
女
「
（
す
ぐ
近
く
で
）
マ
マ
・
・
・
、
帰
っ
て
き

て
・
・
・
。
お
願
い
、
帰
っ
て
き
て
・
・
・
」 

琴
美
「
こ
の
部
屋
の
前
に
い
る
・
・
・
、
こ
こ
で
消

え
て
！
・
・
・
、
こ
こ
で
消
え
て
！
」 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

ド
ア
が
ギ
ー
と
、
開
く
音
。 

 

琴
美
「
（
悲
鳴
に
近
い
声
で
）
嘘
！ 

部
屋
に
入
っ

て
き
た
！
」 
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少
女
「
（
は
っ
き
り
と
聞
こ
え
る
声
で
）
マ
マ
・
・
・
、 

帰
っ
て
き
て
・
・
・
。
お
願
い
」 

琴
美
「
嫌
！
」 

少
女
「
（
す
ぐ
近
く
で
）
マ
マ
・
・
・
、
帰
っ
て
き

て
・
・
・
。
お
願
い
。
マ
マ
・
・
・
、
帰
っ
て
き

て
・
・
・
。
お
願
い
」 

琴
美
「
・
・
・
あ
、
こ
の
女
の
子
、
真
っ
赤
な
服
を

着
て
い
る
」 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
の
音
。 

 
 救

急
隊
員
（
男
声
）
「
（
無
線
に
話
す
調
子
で
）
子

供
で
す
。
４
，
５
歳
ぐ
ら
い
の
女
児
。
衰
弱
し
て

ま
す
。
意
識
な
し
」 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

昼
間
の
病
院
の
、
喧
噪
の
音
。 

 

刑
事
（
５
２
）
「
い
や
ー
、
危
な
い
所
で
し
た
よ
、

ほ
ん
と
に
。
救
急
隊
員
が
、
あ
の
ア
パ
ー
ト
に
踏

み
込
む
の
が
、
あ
と
何
時
間
か
遅
か
っ
た
ら
、
あ

の
子
は
死
ん
で
た
可
能
性
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
」 

琴
美
「
そ
う
で
す
か
」 

刑
事
「
そ
れ
で
直
ぐ
に
、
そ
の
子
を
こ
の
病
院
に
、

運
び
込
ん
だ
。
か
な
り
衰
弱
し
て
ま
す
が
、
助
か

る
そ
う
で
す
。
い
や
、
ほ
ん
と
に
、
愛
川
さ
ん
の

お
手
柄
で
す
よ
」 

綾
乃
「
そ
う
よ
、
間
違
い
な
く
、
愛
川
さ
ん
の
お
手

柄
よ
」 

琴
美
「
あ
、
は
い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

刑
事
「
し
か
し
何
日
も
、
子
供
を
ほ
っ
た
ら
か
し
に

し
て
お
く
な
ん
て
、
ひ
ど
い
母
親
も
あ
っ
た
も
ん

で
す
。
札
幌
で
こ
ん
な
こ
と
が
起
こ
る
な
ん
て
、

信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
な
。
・
・
・
え
ー
と
、
母
親
は

２
４
歳
。
す
す
き
の
で
ク
ラ
ブ
ホ
ス
テ
ス
し
て
ま

す
。
あ
の
子
と
は
二
人
暮
ら
し
。
で
、
数
日
前
か

ら
、
男
と
遊
び
歩
い
て
、
ず
っ
と
ア
パ
ー
ト
に
は
、

帰
っ
て
い
な
か
っ
た
た
そ
う
で
す
。
子
供
が
勝
手

に
出
歩
か
な
い
よ
う
、
ア
パ
ー
ト
に
外
か
ら
カ
ギ

を
か
け
た
ま
ま
で
」 

琴
美
「
ひ
ど
い
」 

綾
乃
「
ひ
ど
い
わ
、
信
じ
ら
れ
な
い
」 

刑
事
「
ま
っ
た
く
そ
う
で
す
な
。
本
人
の
弁
に
よ
る

と
、
冷
蔵
庫
に
食
べ
物
が
入
っ
て
い
る
の
で
大
丈

夫
、
と
思
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
・
・
・
し
か
し

そ
の
冷
蔵
庫
に
入
っ
て
い
た
の
は
、
冷
凍
と
か
イ

ン
ス
タ
ン
ト
と
か
レ
ト
ル
ト
と
か
、
そ
ん
な
食
品

ば
っ
か
り
だ
っ
た
。
五
歳
の
子
供
に
、
レ
ン
ジ
の

使
い
方
は
、
わ
か
り
ま
せ
ん
な
。
で
、
そ
の
女
の

子
は
、
食
べ
物
が
無
く
な
っ
て
、
衰
弱
し
、
昏
睡

状
態
に
陥
っ
た
。
い
や
、
ほ
ん
と
に
、
愛
川
さ
ん

が
通
報
し
て
く
れ
な
け
れ
ば
、
そ
の
子
は
間
違
い

な
く
、
死
ん
で
ま
し
た
。
大
変
な
お
手
柄
で
す
。

後
で
感
謝
状
が
出
ま
す
よ
」 

琴
美
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

刑
事
「
で
、
で
す
ね
・
・
・
。
い
く
つ
か
分
ら
な
い

事
が
あ
る
の
で
、
少
し
質
問
さ
せ
て
も
ら
っ
て
も
、

よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。
い
や
、
別
に
大
し
た
事

じ
ゃ
な
い
ん
で
す
が
、
一
応
、
警
察
と
し
て
の
立

場
上
、
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
か
な
く
て
は
、
な
ら

な
い
も
の
で
す
か
ら
・
・
・
。
よ
ろ
し
い
で
し
ょ

う
か
？ 

愛
川
さ
ん
」 

琴
美
「
あ
、
は
い
・
・
・
。
ど
う
ぞ
」 

刑
事
「
そ
れ
で
は
、
ま
ず
・
・
・
。
あ
な
た
は
隣
の

ア
パ
ー
ト
の
ベ
ラ
ン
ダ
で
、
子
供
が
助
け
を
求
め

て
い
る
の
を
見
た
の
で
、
急
い
で
通
報
し
た
と
、

そ
う
お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
し
た
ね
」 

琴
美
「
は
い
」 

刑
事
「
し
か
し
救
急
隊
員
の
話
で
は
、
子
供
が
見
つ

か
っ
た
の
は
、
ア
パ
ー
ト
の
寝
室
だ
っ
た
と
、
そ

う
言
っ
て
る
ん
で
す
が
」 

琴
美
「
・
・
・
子
供
が
戻
っ
た
ん
だ
、
と
思
い
ま
す
」 

刑
事
「
そ
う
で
す
か
。
し
か
し
救
急
隊
員
は
、
子
供

は
衰
弱
が
ひ
ど
く
、
意
識
も
な
く
、
と
て
も
動
け

る
状
態
で
は
な
か
っ
た
、
と
言
っ
て
る
ん
で
す

が
」 

琴
美
「
・
・
・
い
え
・
・
・
、
私
は
あ
の
子
供
が
、 

 

ベ
ラ
ン
ダ
を
よ
う
や
く
這
っ
て
い
る
の
を
、
見
た

も
の
で
す
か
ら
・
・
・
、
そ
れ
で
お
か
し
い
と
思

っ
て
、
通
報
し
た
ん
で
す
」 

刑
事
「
・
・
・
な
る
ほ
ど
・
・
・
。
し
か
し
、
ベ
ラ

ン
ダ
に
で
る
戸
は
、
閉
ま
っ
て
ま
し
た
。
こ
れ
は

子
供
が
、
自
分
で
閉
め
た
ん
で
す
か
？
」 

琴
美
「
・
・
・
は
い
、
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
」 

刑
事「
子
供
が
ベ
ラ
ン
ダ
の
戸
を
閉
め
る
と
こ
ろ
を
、

あ
な
た
は
見
ま
し
た
か
？
」 

琴
美
「
・
・
・
い
え
、
見
て
ま
せ
ん
」 

綾
乃
「
（
い
ら
だ
っ
た
様
子
で
）
刑
事
さ
ん
、
そ
れ

ぐ
ら
い
に
、
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
。
愛
川
さ
ん
は
、

入
院
中
で
す
よ
。
疲
れ
て
は
、
良
く
な
い
ん
で
す
」 

刑
事
「
・
・
・
そ
う
で
す
な
。
失
礼
し
ま
し
た
。
そ
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れ
で
は
最
後
に
一
つ
だ
け
、
質
問
を
さ
せ
て
く
れ

ま
せ
ん
か
・
・
・
。
よ
ろ
し
い
で
す
か
？
」 

綾
乃
「
（
た
め
息
を
つ
く
）
」 

琴
美
「
・
・
・
は
い
・
・
・
、
ど
う
ぞ
」 

刑
事
「
実
は
、
こ
の
病
室
に
入
っ
て
か
ら
、
気
が
付

い
た
ん
で
す
が
、
・
・
・
愛
川
さ
ん
、
あ
な
た
は

両
足
に
怪
我
を
し
て
、
ベ
ッ
ド
か
ら
起
き
上
が
れ

な
い
状
態
で
す
ね
」 

琴
美
「
・
・
・
は
い
」 

刑
事
「
ベ
ッ
ド
の
位
置
か
ら
見
て
、
あ
な
た
は
窓
か

ら
、
隣
の
ア
パ
ー
ト
を
覗
け
な
い
と
思
う
ん
で
す

が
、
・
・
・
こ
れ
は
ど
う
で
す
か
？
」 

 
 

 
 
 

Ｓ
Ｅ 

少
し
の
沈
黙
。
部
屋
の
外
か
ら
、
昼

間
の
病
院
の
、喧
騒
の
音
が
聞
こ
え
る
。 

 

綾
乃
「
そ
れ
は
・
・
・
、
刑
事
さ
ん
、
私
が
説
明
し

ま
す
」 

刑
事
「
は
い
、
ど
う
ぞ
」 

綾
乃
「
昨
日
の
昼
間
で
す
け
ど
、
愛
川
さ
ん
が
、
ど

う
し
て
も
外
を
見
た
い
と
、
お
っ
し
ゃ
る
も
の
で

す
か
ら
、
私
が
ベ
ッ
ド
を
ず
ら
し
た
ん
で
す
。
窓

の
所
ま
で
」 

刑
事
「
ベ
ッ
ド
を
ず
ら
し
た
？
」 

綾
乃
「
は
い
。
で
、
そ
れ
を
戻
す
の
を
、
忘
れ
て
い

た
ん
で
す
。
で
す
か
ら
夜
の
間
、
愛
川
さ
ん
は
、

窓
か
ら
外
を
覗
け
た
ん
で
す
。
も
ち
ろ
ん
隣
の
ア

パ
ー
ト
も
。
・
・
・
で
、
今
朝
に
な
っ
て
か
ら
、

気
付
い
て
、
私
が
ベ
ッ
ド
を
元
に
戻
し
た
ん
で

す
」 

刑
事
「
・
・
・
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
で
説
明
で
き
ま
す

な
・
・
・
。
そ
れ
で
は
そ
う
い
う
事
に
し
ま
し
ょ

う
・
・
・
。
い
や
、
長
い
こ
と
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

も
う
帰
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
と
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」 

琴
美
「
い
え
、
こ
ち
ら
こ
そ
。
・
・
・
あ
の
、
刑
事

さ
ん
」 

刑
事
「
は
い
、
何
で
し
ょ
う
？
」 

琴
美
「
そ
の
子
供
が
住
ん
で
い
た
、
ア
パ
ー
ト
の
部

屋
で
す
け
ど
・
・
・
。
も
し
か
し
た
ら
、
１
３
号

室
で
す
か
？
」 

刑
事
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
・
・
・
。
え
ー

と
、
２
７
号
室
で
す
ね
」 

琴
美
「
（
が
っ
か
り
し
た
様
子
で
）
そ
う
で
す
か
」 

  
 
 

少
し
の
間
。 

 
琴
美
「
吉
井
さ
ん
、
さ
っ
き
は
あ
り
が
と
う
。
ベ
ッ 

ド
を
ず
ら
し
た
、
な
ん
て
言
っ
て
く
れ
て
」 

綾
乃
「
何
で
も
な
い
わ
、
そ
の
く
ら
い
。
・
・
・
だ

っ
て
本
当
の
こ
と
を
話
し
た
っ
て
、
あ
の
刑
事
さ

ん
が
、
信
じ
て
く
れ
る
わ
け
、
な
い
で
し
ょ

う
。
・
・
・
あ
の
子
供
の
魂
だ
け
が
抜
け
出
し
て
、

あ
な
た
に
助
け
を
求
め
て
き
た
、
な
ん
て
」 

琴
美
「
そ
う
よ
ね
、
信
じ
て
く
れ
る
わ
け
、
な
い
わ

よ
ね
。
信
じ
て
く
れ
る
の
は
、
吉
井
さ
ん
だ
け
」 

綾
乃
「
私
は
信
じ
る
わ
よ
、
愛
川
さ
ん
。
し
っ
か
り

信
じ
る
か
ら
」 

琴
美
「
あ
り
が
と
う
、
吉
井
さ
ん
。
・
・
・
で
も
良

か
っ
た
わ
、
あ
の
子
が
赤
い
服
を
着
て
い
る
こ
と

に
、
気
が
つ
い
て
。
吉
井
さ
ん
か
ら
、
隣
の
ア
パ

ー
ト
の
子
が
、
い
つ
も
赤
い
服
を
着
て
い
る
と
聞

い
て
た
か
ら
、
あ
の
瞬
間
、
気
付
い
た
の
よ
ね
。

多
分
あ
の
子
だ
、
て
」 

綾
乃
「
ほ
ん
と
に
、
私
が
話
し
て
な
け
れ
ば
、
絶
対

分
ら
な
か
っ
た
わ
。
で
も
そ
う
い
う
事
も
、
あ
の

子
の
助
か
り
た
い
、
生
き
た
い
、
と
い
う
執
念
の

お
か
げ
か
も
よ
」 

琴
美
「
ほ
ん
と
に
・
・
・
。
で
も
吉
井
さ
ん
、
あ
の

子
は
ど
う
し
て
、
私
の
部
屋
に
来
た
の
か
し
ら
。

１
３
号
室
に
」 

綾
乃
「
う
ー
ん
、
そ
れ
は
、
分
ら
な
い
わ
」 

琴
美
「
（
独
り
言
の
よ
う
に
）
な
ぜ
、
私
の
部
屋
に

来
た
の
か
し
ら
？
ほ
か
の
部
屋
で
は
な
く
、
私
の

と
こ
ろ
に
？
」 

綾
乃
「
愛
川
さ
ん
、
も
う
そ
ん
な
こ
と
は
、
考
え
な

い
で
・
・
・
。
と
に
か
く
今
晩
か
ら
は
、
ぐ
っ
す

り
眠
れ
る
ん
だ
か
ら
。
も
う
子
供
の
声
に
、
悩
ま

さ
れ
る
こ
と
も
、
な
く
な
っ
て
」 

琴
美
「
（
独
り
言
の
よ
う
に
）
・
・
・
そ
う
な
の
か

し
ら
。
も
う
子
供
は
来
な
い
の
か
し
ら
。
・
・
・

あ
の
時
あ
の
子
は
、
私
が
気
付
い
て
、
急
い
で
ナ

ー
ス
コ
ー
ル
を
か
け
た
ら
、
嬉
し
そ
う
に
笑
っ
て
、

そ
れ
で
す
っ
と
消
え
た
。
・
・
・
本
当
に
、
本
当

に
、
も
う
子
供
は
来
な
い
の
か
し
ら
・
・
・
」 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

昼
間
の
病
院
の
、
喧
噪
の
音
。 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

チ
ャ
イ
ム
の
音
。 
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ア
ナ
ウ
ン
ス「
た
だ
い
ま
午
後
十
時
に
な
り
ま
し
た
。

入
院
患
者
さ
ん
の
、
消
灯
時
間
で
す
。
入
院
患
者

さ
ん
は
、
速
や
か
に
自
分
の
病
室
に
戻
っ
て
・
・
・

（
Ｆ
・
Ｏ
）
」 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 
遠
く
か
ら
、
子
供
（
４
）
の
声
が
聞

こ
え
る
。 

 
 

 
 

 
 

琴
美
「
来
た
わ
、
い
つ
も
の
よ
う
に
」 

子
供
「
（
遠
く
か
ら
）
お
母
さ
ん
、
お
腹
す
い
た
」 

琴
美
「
だ
ん
だ
ん
、
こ
っ
ち
に
来
て
る
わ
」 

子
供
「
（
前
よ
り
も
近
く
な
っ
て
）
お
母
さ
ん
、
お

腹
す
い
た
・
・
・
。
お
母
さ
ん
、
お
腹
す
い
た
」 

琴
美
「
近
く
な
っ
て
き
た
。
８
号
室
の
前
・
・
・
。

１
０
号
室
の
前
・
・
・
、
そ
の
調
子
・
・
・
。
１

１
号
室
の
前
」 

子
供
「
（
さ
ら
に
近
く
な
っ
て
）
お
母
さ
ん
、
ど
こ

に
い
る
の
・
・
・
。
お
腹
す
い
た
の
。
お
腹
す
い

た
の
」 

琴
美
「
そ
れ
で
い
い
わ
、
こ
っ
ち
へ
来
て
、
・
・
・
。

さ
あ
、
も
う
部
屋
の
前
、
ド
ア
を
開
け
て
」 

  
 
 

Ｓ
Ｅ 

ド
ア
を
開
け
る
音
。 

 

琴
美
「
さ
あ
こ
っ
ち
へ
来
て
。
・
・
・
今
日
は
男
の

子
だ
わ
」 

子
供
「
（
す
ぐ
近
く
で
）
お
腹
す
い
た
の
・
・
・
」 

琴
美
「
お
腹
す
い
た
の
？ 

か
わ
い
そ
う
に
・
・
・
。

ね
、
お
姉
ち
ゃ
ん
ね
、
あ
な
た
を
助
け
て
あ
げ
る

こ
と
が
出
来
る
の
。
だ
か
ら
お
姉
ち
ゃ
ん
に
、
あ

な
た
の
名
前
を
教
え
て
。
そ
れ
と
住
所
と
。
住
所

っ
て
、
住
ん
で
る
所
の
こ
と
。
よ
く
分
ら
な
か
っ

た
ら
、
大
体
で
い
い
か
ら
。
そ
れ
で
あ
な
た
を
助

け
て
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
の
よ
。
・
・
・
さ
あ
、

ま
ず
、
名
前
か
ら
・
・
・
（
Ｆ
・
Ｏ
）
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
了
） 


